
わが子の進路決定を
積極的に支援すべき時代

大学選びへの保護者の関与

山下 研一氏

司会（編集部）　保護者のお二人は、お
子さんの大学選びにどう関わったか。

鳥居　1浪の末、長男を大学に入れ
た。名のある大学に進学させたくて、
それなりの費用をかけて中高一貫校に
通わせたが、勉強好きにはならず、な
りたい職業も見つからない。
　当時は「有名大学に行くことが私と
子どもの幸せ」「大卒でなければ人生
は終わり」と思っていたので、浪人中も
様子が変わらない息子を見て焦り、躍
起になって大学の情報をネットで検索
した。
　本人の学力を考えても、当初は目を
向けることもなかった入試難易度の大
学の中で検討せざるを得なかった。息
子に向いていると思える学部を見つ
け、その中から知名度と社会的実績が

ある1校に固執し、保護者による記入
が認められている願書を出したり、そ
の大学の良さを息子に吹き込んだりし
て、何とか入学させた。
　今となっては、進学意識や知識欲を
もっと早くから育てるべきだったと反
省している。そのことの大切さに気づ
かないまま、「進学できなければ生き
ていけない」と追い詰められている保
護者は大勢いると思う。
佐治　長男は理系だったが、高3の夏
に「やっぱり理系はダメだ」と言い出
し、文転した。高校の先生に「大学受
験は情報戦。情報は保護者が集め、子
どもは勉強に専念させてほしい」と言
われて高2から大学案内を集めていた
が、ゼロからやり直し。このとき初め
て、「親の私ががんばらなくては」と
思った。
　一緒に7、8大学を見学した。オー
プンキャンパスが終わっていた大学に
は、私が電話をして見学を申し込ん

だ。われながら過保護だと思ったが、
息子は校舎などの外見で良し悪しを判
断しがちだとわかっていたので、校風
や授業スタイルが息子に合うかどうか
を私が判断した。
司会　大学側は、保護者の関わり方を
どのように見ているのか。

山下　本学の今年のオープンキャンパ
ス参加者のうち、半分は保護者と一緒
で、同伴率は過去最高だった。ここ
1、2年は両親が共に参加するケース
がめだっている。これを過保護だとは
思わない。
　オープンキャンパスには学生募集だ
けではなく、大学と受験生が互いのこ
とをよく知ってミスマッチを防ぐとい
う目的がある。「大学は何をやり、何
ができないのか」を伝え、保護者の責
任を自覚してもらう。その大学と一緒
にわが子を育てていけるか判断するた
めにも、保護者が一緒に話を聞くのは
いいことだ。社会・経済の状況が厳し
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大学と保護者の相互理解と協働が
大学・学生にもたらすもの
わが子の大学選びや就職活動に積極的に関わる保護者が多くなった現在、
大学と保護者がどのように関わっていけば、学生の成長と幸福を支援する
ことができるのか。大学職員と保護者がそれぞれの立場から経験と考えを
語り合い、協働の可能性を探った。各発言の要旨を紹介する。
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わたなべ・のりこ　これまで、学生部や企
画広報室などの業務を担当してきた。

座談会

─鳥居氏

い現在、保護者と高校・大学が力を合
わせ、進学や就職における選択を積極
的に支援すべきだと思う。
渡辺　保護者が受験生だった頃とは大
学もまったく違うので、オープンキャ
ンパスなどで今の大学を知ってもらう
のは大歓迎。保護者と子どもが共通の
価値観を持って進学先を選ぶのは大切
なことだ。
　ただ、保護者はあくまでサポート役
であるべき。多くの保護者から、特に
就職に関しては並々ならぬ熱意を感じ
るが、最終的には、本人の意思で進路
を決めてほしい。

司会　お子さんの大学・学部を選ぶと
きに重視した点は？

佐治　息子は高3まで理系の勉強をし
ていたので、理系の学部のほうが入試
難易度の高いところに行けるのにと、
正直、文転を残念に感じた。私の社会
人経験から、仕事の能力と出身大学の
入試難易度とは、ある程度は比例する
という見方が、事実として世の中には

あると感じる。だから大学のブランド
に強いこだわりがあった。
　しかし、そこにこだわって息子が嫌
がることをやらせるのは本末転倒だと
考え直した。親として一番の望みは、
4年間きちんと通い、卒業すること。
だから、息子の文系の学力でねらえ、
本人が希望する福祉を学べる大学を探
した。そのうえで、真面目そうな学生
が多く、少人数教育を重視しているこ
となど、息子に合っていると思う条件
を考え、大学見学でチェックした。
山下　同じ入試難易度の大学でも、
キャンパスの雰囲気や授業スタイルは
さまざまなので、本人との相性を見る
ことはとても大事。良い選び方をされ
たと思う。
鳥居　私の息子の場合、当初、本人が
希望していたのは経済・経営系の学
部だった。息子に向いているようには
思えず、入学できても挫折すると直感
した。
　何を学べばわが子が独り立ちできる
のかを必死で考え、調べた結果、たど
り着いたのは情報系。息子はゲームや
パソコンが好きで、一日中やっていて
も飽きない。何度も止めさせようとし
たが、これこそ息子が夢中になれるこ
となのだと考えを改めた。情報系の学
部に入学した結果、毎日楽しそうで、
やりがいを持って学んでいる。
　親なら、本人が何に夢中になれるか
わかる。息子の資質を伸ばせる大学を
選んで正解だった。大事なのは、入試
難易度でも知名度でも就職率でもない

と、今は思う。
山下　お二人の話を聞いて、わが子に
合う大学を一生懸命に探す保護者の切
実さを、われわれ大学側はきちんと理
解できていないと感じる。
　理解している、声を聞いている“つ
もり”になっていただけのようだ。結
局、大学側は以前から何も変わってい
ないのかもしれない。
渡辺　学生やその保護者から就職の相
談を受けていると、「大企業でなくて
は、みんなが知っている企業でなくて
は」という固定観念が強いように感じ
る。何をやりたいかという意思を持
ち、それが実現できる就職先を選んで
ほしい。
　志望校を選ぶのも同じで、入試難易
度や従来のブランドではなく、学びた
いことが何か、自分を伸ばしてくれる
大学かどうかを見るべき。学びたいこ
とが途中で変わったときも、新たな道
を一緒に考えてくれる大学に良さを感
じるようになるといいと思う。
山下　ブランド大学に入れても何も身
に付かず、就職できないこともあると
保護者が気づきだした。
　メディアが「面倒見の良さ」や「入
学後にどれだけ能力を伸ばせるか」な

ど、大学の中身に関する情報を発信し
始めたこともあり、人材育成力という
従来とは異なる基準に注目が集まり始
めている。
　そこから大学選びが変わる可能性も
あり、中堅以下の大学にとってはチャ
ンスと言えるのではないか。

司会　保護者として、大学の情報発信
をどう評価するか。

佐治　大学案内は、大学が見せたいき
れいな部分だけを載せているという印
象だ。デザインや文章が前年のものと
全く同じだと、改革にあまり力を入れ
ていないのかと感じる。
　1年次から少人数教育の授業がある
のも、私たちの頃とは違うので、こう
いった教育体制を大学案内にはっきり
書いてほしかった。
鳥居　ウェブサイトも大学案内も相当
見たが、欲しい情報はほとんどなく、
イメージ重視のカタカナ語や専門用語
ばかりで非常に困惑した。抽象的な言
葉ばかりで、どんな人を育てて社会に
送り出したいのかがわからない。
　教育内容や就職データが、わかりや
すく公表されていない大学は、それだ
けで「知られたくない事情」があるの
かと疑ってしまう。
　息子の学生生活の充実ぶりを見てい
ると、入試難易度の高い大学に入るこ
とが必ずしも本人の幸せにつながるわ
けではないと思うようになった。入試
難易度とは違う、それぞれの大学の良
さを親が見いだすには、情報を誰が見
てもわかるように公表すべき。そうで
ないと、後々、本人の適性とのギャッ
プに苦しむ家庭が増えるだろう。
山下　教育成果は、一人ひとり感じ方
が違う。一部上場企業に何人入った
か、社長になる人材を何人出したかと

いう数字で測れるものではない。
　教育成果を判断する基準は、学生の
満足度、幸福度だと考えている。これ
らは主観的なもので、何らかの物差し
で測って標準化することはできない。
そのため、大学にとってはアピールが
難しく、従来の広報では十分に伝えき
れていなかった。
　一方で、学生本人に最も近い存在で
ある保護者にとっては、わが子の様子
を見れば、教育成果が上がっているか
どうかわかると思う。
　満足や幸福を感じている学生の保護
者から、それが大学の何によってもた
らされているか、情報を発信してもら
う手法を考えてみたい。
佐治　山下さんの話を聞きながら、な
ぜ私は息子の大学選びに満足している
のだろうと考えていた。
　今までは、就職が決まったからだと
思っていたが、本人が楽しそうに大学
に通っていることが最大の要因だった
のだと気づかされた。確かに私たちは
入試難易度や就職率などの数値的な
基準に頼りがちだが、4年間をわが子
がどう過ごし、どんなふうに成長して
卒業するのかを思い描けるような情報
が大学からもっと発信されれば、そこ
に共感して、「この大学にわが子を入
れたい」と思う人がきっと出てくると
思う。
渡辺　本学のオープンキャンパスでは
受験生の保護者に対して学生が主体的
に大学のことを紹介している。こうし
た姿から、学生が入学後どのように成
長し、大学のどこに満足しているのか
を想像してもらえるのではないか。
　本学は入試難易度の高い大学ではな
いが、縁あって入学した学生には、誇
りを持って卒業してほしい。ここで過

ごす4年間に満足してもらうために、
意欲を育て、力を伸ばすためのチャン
スを他大学以上に提供しているつもり
だ。そうした私たちの思いを、受験生
の保護者をはじめ社会にもっと強く訴
えていく必要性を感じる。

司会　立正大学と聖学院大学では、在
学生の保護者との相互支援や協働をど

う進めているか。

渡辺　在学生の保護者による大学支援
組織として、「橘父兄会」がある。こ
の保護者組織が、学術、スポーツ、ボ
ランティアなどの各種活動で功績の
あった学生や学生団体を選んで表彰
し、奨励金を贈る「橘父兄会奨励賞」
は、2012年度で17回を数える。保護
者が、学生を讃え励ますことによって
教育を支援してくれている。
　全国各地での教職員と保護者との懇
談会の他、キャリアサポートセンター
の協力による「父母のための就職講
座」も橘父兄会が開催している。保護
者の視点から大学、学生の活動を紹介
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わが子が夢中になれるものがわかるから
大学選びに関わり正解を見つけられた。
今、息子は意欲的に学んでいる。

─渡辺氏

学生の力を伸ばす多くの機会を提供したい。
この思いを保護者に届けるための
工夫が必要だと感じる。─佐治氏

大学選びが成功したと思えるのは、
うまく就職が決まったからではなく
本人がとても楽しそうだから。

たどり着いたのは
相性や夢中になれること

大学・学部選びで重視する点

4年後の成長ぶりを
思い描ける情報が欲しい

大学の情報発信の課題 就職活動に関する情報を
積極的に保護者と共有

学生の保護者と大学との関係

とりい・りんこ　中学受験をテーマにする
エッセイスト。長男が首都圏の私立大学、
長女が首都圏の公立大学に在学中。

さじ・みずえ　会社員。長男が首都圏の
私立大学、長女が首都圏の国立大学に
在学中。

特 集 保護者と創る大学の新しい価値



座談会 編集部から

─山下氏

する機関紙も発行している。そこに、
「父母のための就職講座」の講演内容
を、ポイントを整理して掲載していた
だいている。これによって、当日、聞
きにこられなかった人にも、学生の就
職活動をこんなふうに支えてほしいと
いう大学のメッセージを伝えることが
できる。
　本学は就職支援における保護者との
連携を重視しており、現在の社会状況
を理解したうえでサポートをしてもら
うために、保護者向けのキャリア読本
を作成した。
山下　本学も、保護者の組織である後
援会を対象に毎年秋に行っている「企
業と大学の就職懇談会」に、2010年度
から大学側のスタッフとして後援会に
加わっていただいて、企業の人事担当
者と懇談できるようにした。子どもを
一人前の社会人に育てていくうえで、
目標とすべき方向や身に付けさせたい
スキルが何なのか、本当に熱心に聞い
ている。
　私たちは以前は、学生の就職に保護
者が過剰に関わるのは良くないと考え
ていた。しかし、リーマンショック以
降の就職難を目の当たりにして、考え
方を変えた。大学と保護者が力を合わ
せて学生の未来を考えていこうと。こ
の考えを具体化するため、企業の声を
直接、保護者に届ける場を提供してい
きたい。
鳥居　息子の大学はお二人のお話のよ
うに、教員との面談や就職活動に関す
る情報を得る場が用意されており、保
護者に対するケアが手厚い。私も研究
室の担当教員と何度か話して親しく
なった。息子を褒めるばかりでなく、
直すべきところを的確に指摘してくれ
るので、息子のことをよくわかって指
導しているのだと安心できる。
　一方、娘の通う公立大学は、昔なが
らの自主自律の精神にのっとり、保護
者への情報提供はほとんどない。ただ
し娘の様子から、自治体が予算を掛け

て、質の良い教育を行っていることは
わかる。
　どちらが良いということではなく、
それぞれに合っているところを選んだ
と思う。

司会　今後の大学と保護者の協働につ
いて、それぞれのご意見を。

鳥居　勉強嫌いだった息子が、「毎日
大学に行くのが楽しい」と言い、内定
が取れた後も、「もう少しがんばる」
と就職活動を続けている。
　保護者として、息子の成長が心の底
からうれしい。一人ひとりの力を伸ば
して可能性を広げてくれる大学との出
合いは、本人にとっても保護者にとっ
ても幸福だ。
　一方で、多くの大学は自学の良さを
伝えきれておらず、もったいない。入
学前に知りたかったことや、入学後に
知ったすばらしい点がちゃんと伝わる
よう、保護者目線の大学案内を作って
みたい。大学は私たちをもっと活用し
てほしい。
佐治　息子は充実した4年間を送り、
2013年の春卒業する。「大学の広報に
関わってほしい」と言われたら責任も
重いので尻込みしてしまうかもしれな
いが、保護者同士の集まりで体験を話
す程度のことならできそうだ。
　卒業後は、卒業生とその保護者によ
る後援会に入る予定。貢献というほど
のことはできないだろうが、息子をこ
こまで育ててくれた大学なので、長い
付き合いにしたいと思っている。
渡辺　お二人のお子さんのように生き

生きと学び、納得のいく就職先を見つ
けて卒業する幸福な学生を、本学でも
今以上に増やしたい。就職について学
生、保護者、大学が共に考える機会を
拡大したいと考えている。
　入学後の教育や生活についての保護
者の意見はすでに懇親会等で聞いてい
るが、受験前の情報提供に対する希望
について、本音が聞ける場はこれまで
あまりなかった。今後はヒアリングに
力を入れていきたい。
山下　わが子の未来について常に切実
に考えている保護者は、大学を良くし
ていくうえで、強力な味方になっても
らえる。子どもの成長を実感すれば
「いい大学」と評価し、「無名なのは悔
しい」と思って広報を応援してくれ
る。保護者との協働次第で、大学の魅
力を高め、新しい価値を創り出す可能
性は十分にある。
　大学進学の究極の目的は、幸せをつ
かむことだ。幸せとは、入試難易度や
知名度など、社会が決めた指標ではな
く、一人ひとりの価値観という指標で
測られるべきもの。大学選びも就職
も、「教育のプロたる大学」と「本人の
ことを熟知した保護者」との協働に
よって、幸せな結果に導きたい。

　保護者が多層化し、その意識、発想
に変化が起きている。例えば、高学歴
化が進み、自身の大学や大学院での経
験がさまざまな判断に影響するように
なった。そして、職を持ち職業人の視
点からもわが子の将来を考える母親が
増加。子育てや教育に積極的に関わる
父親も増えている。
　一方、保護者の目に触れる大学の情
報も、メディア、量、内容や質などの
面で大きく変化している。従来は大学
発の公式情報がほとんどだったところ
へ、新聞や週刊誌が盛んに大学特集を
組むようになった。それらは、大学に
は入試難易度以外にもさまざまな評価
指標があることを示し、保護者は、き
め細かい教育体制や就職支援、学費・
奨学金などで大学を比較するという視
点を持つようになった。
　他方、ソーシャルメディアでは、学
生、保護者、教職員といった各大学の
当事者が生の情報を発信し、大学のリ
アルな姿を知らしめている。
　マスメディアとソーシャルメディア
は、他大学との違いがわからない内容
を抽象的な言葉で説明する大学発の情
報以上に、影響力を持ち始めた。
　こうした変化にもかかわらず、最終
的には入試難易度を最大のよりどころ
とする保護者の意識はいまだ根強い。
多様なメディアによる多様な情報も、
保護者の気持ちに突き刺さる決定的な
力をまだ持っていないということなの

かもしれない。
　高校生にとって最も身近な大人であ
る保護者の意識を変えなければ、大学
選びは変わらない。今後、保護者が自
身の大学での経験を社会生活の中でよ
り自覚的に検証しながらわが子の将来
を考えるようになれば、大学を見る目
は確実に変わっていくだろう。そこに
刺激を与えて意識的な「経験の検証」
と気づきを促すことが、大学選びを変
えるために大学がすべきことだ。

　変化の兆しはある。座談会に登場し
た2人の母親は、入試難易度というあ
らがいがたい既成の価値観を前に思い
悩む時間を経て、最終的には「わが子
に合うか」というオリジナルの基準で
大学を選んだ。生き生きと学生生活を
送るわが子の姿に確かな成長を実感す
る中で、自分たちの選択を肯定し、大
学に感謝しているという。
　彼女たちの10年後を思わせる保護
者の声も聞いた。入試難易度、知名度
共にさほど高くないある小規模私立大
学の後援会で、わが子が卒業して10
年余の今も学園祭などを手伝うという
父親は、こう話す。「息子は希望どお
りの職に就き、家庭も築いた。この大
学で成長できたおかげだと思う。私自
身の母校以上に愛着があるし、その良
さを多くの人に知ってほしい」。
　わが子が成長して自立し、自らの手
で幸せをつかみ取る。これこそが、保

護者にとってのあらゆる選択と意思決
定の出発点である。そして、成長、自
立、幸福は、まさに大学の人材育成の
ゴールでもあるはずだ。
　どのような手だてと道筋によってそ
のゴールに導くのかという大学の理念
と方針に保護者が共感し、わが子に薦
め、高校生と大学がお互いを選び合
う。そんな関係を、大学は丁寧につ
くっていく必要がある。座談会の2人
の母親は、必ずしも大学選びの段階で
この共感に至ったわけではなく、入学
後に発見することも多かったようだ。
　大学がすべきは、どのような教育の
手法とプロセスによってどのような成
長を約束するか、明瞭な言葉で説明す
ることだろう。在学生の保護者の体験
と評価が、その裏付けとなる。「大学
だけではできないこと」も伝え、「一
緒に育てていく」という意識を持つ
パートナーとしての関係を築くことが
重要だ。これらは、マスメディアでも
ソーシャルメディアでもなく、大学が
自らの言葉で語るしかない。
　「こんな成長をしてほしい」という
思いでわが子にその大学を薦めた保護
者は、自らの役割も果たしつつ、大学
が約束を果たすかどうか注視し続け
る。期待どおりの教育がなされれば満
足感や喜びを誰かに伝えたくなるし、
教育をさらに良くするためにずっと大
学を応援したいと考えるだろう。
　入学前から卒業後までも続く大学と
保護者との相互理解と協働が、大学選
びの基準を徐々に変え、その大学の新
たな価値をも創り出すはずだ。
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わが子の幸福を切実に願う保護者は
大学を良くするための強力なパートナー。
協働が新たな価値を生み出す。

わが子の成長の実感が
広報を応援する姿勢に

これからの協働の方向性

やました・けんいち　一貫して入試広報
を担当し、情報公表に力を入れる。

成長の約束とその手段・道筋の明示を
長期的な協力関係の出発点に
大学選びにおける「もう一つの指標」を確立するために、大学は、保護者の
意識変化の兆しを捉えて働き掛け、より大きな変化をつくり出す必要がある。

特 集 保護者と創る大学の新しい価値
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多様な評価指標と
当事者発のリアルな情報

成長、自立、幸福が
大学と保護者共通の目標
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